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緑
内
障
の
治
療
を
続
け
て

い
る
。
一
昨
年
、
医
療
生
協

の
無
料
眼
科
健
診
で
見
つ
け

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
だ
。
そ

れ
以
降
、
健
康
な
目
で
も
の

を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思

う
と
同
時
に
「
目
は
心
の

窓
」、「
目
か
ら
鱗
が
落
ち

る
」、「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の

を
言
う
」
な
ど
目
に
ま
つ
わ

る
こ
と
わ
ざ
を
意
識
す
る
よ

う
に
も
な
っ
た
▼
通
勤
電
車

で
の
車
窓
風
景
を
こ
と
さ
ら

愛
お
し
く
眺
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
だ

ろ
う
か
。
阪
急
電
車
が
桂
川

を
渡
る
ほ
ん
の
一
分
た
ら
ず

の
間
、
上
流
に
は
四
季
折
々

に
表
情
を
変
え
る
愛
宕
山
が

望
め
、
下
流
に
は
陽
光
を
キ

ラ
キ
ラ
と
映
す
水
面
が
広

が
っ
て
い
る
▼
車
内
に
目
を

転
じ
る
と
、
乗
客
の
大
半
が

手
元
の
小
さ
な
ス
マ
ホ
を
覗

き
込
み
指
で
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ

操
作
し
て
い
る
の
に
気
づ

く
。
重
要
な
メ
ー
ル
を
送
受

信
し
て
い
る
の
か
、
ゲ
ー
ム

に
興
じ
て
い
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
せ
め
て
電
車
が

桂
川
を
渡
る
一
瞬
だ
け
で

も
、
車
窓
風
景
に
目
を
移
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
し
ま
う

▼
健
康
な
目
で
、
光
降
り
そ

そ
ぎ
風
そ
よ
ぐ
心
和
む
景
色

を
少
し
で
も
長
く
見
つ
め
て

い
た
い
、
だ
か
ら
私
は
携
帯

電
話
も
ス
マ
ホ
も
持
た
ず
に

暮
ら
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。�

（
大
森
俊
次
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
世
界
中
の

人
々
が
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
祈
念
し
ま
す
。

豊
か
な
長
寿
社
会
を

築
く
た
め
に

　

昨
年
の
「
健
康
大
学
」
で

は
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

山
室
隆
夫
先
生
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
長
寿
社
会
を
健
全
に

迎
え
る
に
は
、
老
い
て
も
自

立
生
活
が
可
能
な
「
健
康
寿

命
」
を
延
ば
す
こ
と
が
必
要

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
命
に
か
か
わ
る
生

活
習
慣
病
の
防
止
に
加
え

て
、
生
活
の
質
に
か
か
わ
る

脳
や
神
経
、
関
節
・
筋
肉
・

骨
な
ど
の
生
活
機
能
病
を
克

服
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
世
代

の
視
覚
を
守
り
、
そ
の
自
立

し
た
生
活
が
か
な
う
よ
う

に
、
眼
科
医
療
で
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。

診
療
体
制
が
整
う

　

昨
年
は
、
本
院
で
緑
内

障
・
白
内
障
（
日
帰
り
手

　

二
〇
〇
〇
年
に
帰
国
し
、

今
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
で

話
題
の
神
戸
市
立
中
央
市
民

病
院
に
勤
務
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
今
年
の
七
月
ま
で
京
都

　

一
つ
は
、
眼
底
疾
患
、
主

に
網
膜
循
環
の
研
究
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
神
経
眼
科

学
の
研
究
で
す
。
京
都
大
学

で
は
神
経
眼
科
を
専
門
に
眼

分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
役
割

は
多
彩
で
す
。
こ
の
白
血
球

が
眼
底
疾
患
の
病
態
形
成
に

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て

い
る
か
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

神
経
眼
科
疾
患
と
い
う
の

は
、
一
度
診
た
だ
け
で
は
原

因
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
極
端
な
こ
と

を
言
え
ば
、
眼
科
以
外
の
診

療
科
が
扱
う
と
こ
ろ
に
あ
る

原
因
が
視
機
能
障
害
を
起
こ

す
よ
う
な
疾
患
を
診
る
専
門

分
野
と
言
え
ば
分
か
り
や
す

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
中
野

眼
科
の
診
療
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。

　

私
は
大
き
く
は
っ
き
り
分

か
れ
た
二
つ
の
専
門
分
野
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

科
診
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

網
膜
循
環
の
研
究
で
は
、

白
血
球
に
注
目
し
て
研
究
を

行
い
ま
し
た
。
白
血
球
は
血

液
中
僅
か
一
％
を
占
め
る
成

ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

を
勧
め
ら
れ
た
人
が
二
人
あ

り
ま
し
た
。
飛
蚊
症
や
糖
尿

病
な
ど
で
一
度
精
査
す
る
よ

う
勧
め
ら
れ
た
人
は
三
人
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
緑
内
障

（
疑
）
で
経
過
観
察
を
勧
め

ら
れ
た
人
が
二
人
あ
り
ま
し

た
。

　

軽
度
の
白
内
障
は
八
人

（
六
二
％
）
に
み
ら
れ
ま
し

た
。
緑
内
障
も
白
内
障
も
眼

底
の
病
気
も
な
く
全
く
心
配

の
な
い
人
は
三
人（
二
三
％
）

で
し
た
。

　

受
診
者
の
最
高
齢
は
九
十

四
歳
の
男
性
、
最
年
少
は
四

十
三
歳
の
女
性
で
し
た
。
女

性
は
九
人
、
男
性
は
四
人
で

し
た
。

京都医療生協
理事長

山田  亮三

ス
ピ
ー
チ
（
大
要
）

二
つ
の
専
門
分
野
で
研
究

　
　
　
　
網
膜
循
環
と
神
経
眼
科
学

さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る

     

中
野
眼
科
を
め
ざ
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

年末・年始 診療時間の
お知らせ

大
徳
寺
前

朝
日
会
館

四
条
分
院

本
　
　
院

京
都
駅
前

2014年
12 ・ 30㈫

31㈬

2015年
1 ・1㈭

～ 　

1 ・ 3㈯

� 4㈰

� 5㈪

　

私
は
、
一
九
九

一
年
に
京
都
大
学

医
学
部
を
卒
業

し
、
そ
の
後
京
都

大
学
大
学
院
に
進

学
し
ま
し
た
。
当

時
行
っ
て
い
た
研

究
が
ア
メ
リ
カ
の

研
究
者
の
目
に
止
ま
り
共
同

研
究
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

　

京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
・
中
野
眼
科
の
平
成
二
十

六
年
度
創
立
記
念
会
が
昨
年
十
月
二
十
五
日
に
開
か

れ
、
宮
本
和
明
神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長
が
ス
ピ
ー
チ
し

ま
し
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
す
。

受診者を検査する藤田裕美医師（理事）

術
）・
硝
子
体
内
注
射
・
神

経
眼
科
な
ど
の
診
療
が
、
杉

山
院
長
・
中
村
副
院
長
・
宮

本
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
り
始

動
、
ま
た
大
徳
寺
前
診
療
所

が
長
嶋
院
長
の
も
と
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
診

療
も
総
力
で
の
取
り
組
み
で

着
実
に
成
果
を
挙
げ
ま
し

た
。「

患
者
さ
ん
が
第
一
」

を
基
本
に

　

今
年
は
本
院
の
診
療
を
さ

ら
に
充
実
す
る
と
共
に
、
全

診
療
所
が
患
者
さ
ん
に
よ
り

信
頼
さ
れ
る
眼
科
に
成
長
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
核
心
は
、「
患
者

さ
ん
が
第
一
」
と
い
う
姿
勢

で
す
。
医
師
を
は
じ
め
全
職

員
が
患
者
さ
ん
と
心
の
通
い

合
う
診
療
を
め
ざ
し
ま
す
。

役
員
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
経
営
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
や
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

（
中
野
眼
科
名
誉
院
長
） 　

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼

科
の
無
料
眼
科
健
診
が
昨
年

十
月
二
十
四
日
（
金
）、
中

野
眼
科
本
院
で
行
わ
れ
、
組

合
員
な
ど
十
三
人
が
受
診
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
健
診
で
は
、
瞳
孔

不
同
や
角
膜
び
ら
ん
で
受
診

中
野
眼
科
医
院

神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長

宮
本
　
和
明

受けて安心、眼科健診
軽度白内障は 62％に

通 常 通 り

休　　診

10：00～13：00
14：00～17：00



2015年１月15日 第 174 号　（２）

☞『つくる健康』の郵送を希望される方は、京都医療生協事務所（☎ 822‐2286）までご連絡下さい。

つ　 く 　る 　健 　康

　

昨
年
十
月
三
十
一
日
（
金
）、
京
都
ア
ス
ニ
ー
で
市
民
ら
三
十
七
名
の
参
加
、
さ
ら

に
、
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）
に
は
本
能
寺
文
化
会
館
で
市
民
ら
三
十
名
の
参
加
を
得

て
、
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
・
中
野
眼
科
主
催
の
健
康
大
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
講
義
の
大
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

国
を
あ
げ
て
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
た

き
り
も
急
増
し
ま
し
た
。

　

人
間
の
尊
厳
を
守
り
、
豊

か
な
老
年
期
を
過
ご
す
た
め

に
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
ず

に
、
心
身
と
も
に
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
「
健
康
寿

命
」
を
延
ば
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

自
立
を
伴
っ
た
長
寿
の
た

め
に
は
、「
生
活
習
慣
病
」

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
脳
・

神
経
や
骨
・
関
節
・
筋
肉
に

か
か
わ
る
生
活
機
能
を
障
害

す
る
病
気
、
す
な
わ
ち
「
生

活
機
能
病
」
の
予
防
と
治
療

が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

生
活
機
能
病
の
四
大
疾
患

は
、
①
認
知
症
、
②
骨
粗
鬆

症
に
よ
る
骨
折
、
③
変
形
性

膝
・
股
関
節
症
に
よ
る
歩
行

障
害
、
④
変
形
性
脊
椎
症
に

よ
る
麻
痺
、
筋
萎
縮
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
に
、
毎
日

五
千
歩
以
上
の
歩
行
な
ど
運

動
療
法
が
有
効
で
す
。
有
酸

素
運
動
で
は
、
記
憶
に
関
係

す
る
脳
細
胞
（
海
馬
）
が
増

え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
の
予
防
で

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
と

運
動
が
有
効
で
す
。
低
脂
肪

の
牛
乳
を
朝
夕
一
杯
を
目
安

に
飲
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

二
〇
一
四
年
十
二
月
四

日
（
木
）、
第
一
回
総
代

選
挙
管
理
委
員
会
が
開
か

れ
、
二
〇
一
五
年
度
総
代

数
内
の
と
き

は
、
投
票
を

省
略
し
て
候

補
者
全
員
を

　

②
総
代
の
選
挙
区
及
び

選
挙
区
ご
と
の
定
数
＝
事

務
所
及
び
各
診
療
所
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
。

理
委
員
会
宛
に
行
い
ま

す
。（
京
都
医
療
生
協
事

務
所
内
）

　

④
立
候
補
・
推
薦
が
定

　

①
立
候
補
・
推
薦
受
付

期
間
＝
一
月
二
十
一
日

（
水
）
～
二
月
二
十
日

（
金
）。

定
数
百
人
。
任
期
二
年
。

　

③
届
出
＝
立
候
補
・
推

薦
の
届
出
は
、
所
定
の
用

紙
に
よ
り
、
総
代
選
挙
管

当
選
人
と
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
代

選
挙
管
理
委
員
会
☎
八
二

二
・
二
二
八
六
。

選
挙
を
次
の

通
り
行
う
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。

 

　 

お
知
ら
せ

　
　
総
代
選
挙
に
つ
い
て

　

津
軽
三
味
線
高
橋
竹
山
流

の
達
人
で
、
尺
八
明
暗
流
の

導
主
師
範
で
も
あ
る
福
島
恕

水
さ
ん
の
演
奏
で
、
私
も
じ

か
に
尺
八
や
津
軽
三
味
線
の

演
奏
を
聴
く
の
は
久
し
ぶ
り

で
大
変
、
楽
し
み
で
し
た
。

　

時
代
劇
映
画
さ
な
が
ら
虚

無
僧
姿
で
入
場
し
た
福
島
さ

ん
は
尺
八
の
名
曲
を
披
露
し

た
あ
と
、
衣
装
替
え
し
て
津

軽
三
味
線
も
。
い
ず
れ
も
迫

力
あ
る
響
き
と
リ
ズ
ム
で
、

演
奏
か
ら
は
厳
し
く
も
ど
こ

か
人
懐
か
し
い
津
軽
の
風
土

が
じ
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。
福
島
さ
ん
は
軽

妙
な
語
り
で
、
会
場
は
拍
手

と
笑
い
の
渦
が

起
き
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
福
島

さ
ん
の
伴
奏
で

「
祇
園
小
唄
」

な
ど
を
合
唱
、

楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
二
時
間
余

り
の
会
で
し
た

が
、
お
い
し
い

昼
食
も
合
わ
せ

て
好
評
の
様
子
で
し
た
。�

�

（
理
事
・
松
本
忠
之
）

　
「
津
軽
三
味
線
と
尺
八
を

楽
し
む
会
」（
京
都
医
療
生

協
主
催
）
が
昨
年
十
一
月
八

日
、
左
京
区
の
聖
護
院
御
殿

荘
で
開
か
れ
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
ら
三
十
七
人
が
参
加
さ

れ
、
秋
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

﹁
津
軽
三
味
線
と
尺
八
を
楽
し
む
会
﹂

演
奏
な
ど
を
堪
能

　

紀
元
前
八
〇
〇
年
頃
の
医

学
書
に
は
、
既
に
白
内
障
手

術
に
関
す
る
記
載
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
原

始
的
な
レ
ベ
ル
で
す
が
、
人

類
は
絶
え
間
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
重
ね
て
、
現
代
の
白
内

障
手
術
は
大
変
高
い
レ
ベ
ル

に
ま
で
進
歩
し
ま
し
た
。

　

小
切
開
の
白
内
障
手
術
の

登
場
に
よ
り
、
手
術
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
日
帰
り
白
内
障

手
術
も
違
和
感
な
く
施
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
最
近
の
白
内
障
手
術

の
進
歩
発
展
は
特
に
著
し

く
、
た
だ
単
に
視
力
を
向
上

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
見
え

方
の
質
を
追
求
す
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　

眼
内
レ
ン
ズ
に
関
し
て

は
、紫
外
線
カ
ッ
ト
レ
ン
ズ
、

着
色
レ
ン
ズ
、
非
球
面
レ
ン

ズ
、
乱
視
矯
正
レ
ン
ズ
、
そ

し
て
多
焦
点
レ
ン
ズ
と
様
々

に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
に
白
内
障
手

術
を
お
勧
め
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
も
実
は
多
く
の
こ
と
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
は
新
し
い
技
術
や
知

識
が
次
々
と
供
給
さ
れ
る
中

で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に
正

し
い
医
療
情
報
を
提
供
し
、

現
在
の
最
善
と
思
わ
れ
る
医

療
技
術
を
最
大
限
に
駆
使
し

て
治
療
に
当
た
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
豊
か
な
方

言
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
も
の
の
言
い

集
中
具
合
、

経
済
活
動
や

交
通
の
発
達

度
、
社
会
組

ん
か
文
句
あ
る
ん
か
」

（
大
阪
）
な
ど
近
畿
地
方

の
各
県
で
は
同
じ
よ
う
な

表
現
を
し
て
い
る
。
こ
れ

が
東
北
へ
い
く
と
「
お

め
、
な
ん
だ
も
ん
だ
ば
」

（
青
森
）「
何
語
る
、
こ
の

野
郎
」（
宮
城
）
と
か
な

本
（
九
州
を
除
く
）・
関

東
地
方
（
特
に
東
京
）、

東
日
本
（
東
北
を
除
く
）・

九
州
、
沖
縄
地
方
と
続

き
、
一
番
未
発
達
な
の
が

東
北
地
方
だ
と
か
。

　

ど
う
し
て
そ
ん
な
差
が

出
て
く
る
の
か
を
人
口
の

近
畿
地
方
と
東
北
で
は
か

な
り
違
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
一
冊
だ
。

　

例
え
ば
、
相
手
に
言
い

が
か
り
を
つ
け
る
と
き
、

京
都
の
「
な
ん
か
文
句
あ

ん
の
か
」
を
は
じ
め
「
な

ん
や
ね
ん
、
お
ま
え
、
な

り
ば
ら
ば
ら
で
、
統
一
感

が
少
な
い
と
い
う
の
だ
。

　

も
の
の
言
い
方
の
発
想

法
を
発
言
性
、
定
型
性
、

加
工
性
、
配
慮
性
な
ど
で

分
析
す
る
と
言
語
的
発
想

法
の
最
も
発
達
し
て
い
る

の
が
近
畿
地
方
で
、
西
日

織
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
分

析
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
東
北
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
教
授
の
小

林
隆
と
和
歌
山
大
学
教
育

学
部
准
教
授
の
澤
村
美
幸

の
両
氏
。岩
波
新
書
、七
八

〇
円
＋
税
。（
亀
井　

励
）

方
に
も
西
日
本

と
東
日
本
、
中

央
部
と
周
辺

部
、
な
か
で
も

﹃
も
の
の
言
い
か
た
西
東
﹄

日
本
医
療
政
策
機
構
の
二
〇
一
三
年
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
過
去
一
年
以
内
に

お
金
を
理
由
に
四
人
に
一
人
が
受
診
を
我
慢
し
て
い
ま
す
。
深
刻
な
問
題
で
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　

京
都
医
療
生
活
協
同

組
合
・
中
野
眼
科
の
平
成

二
十
六
年
度
創
立
記
念
会
が

昨
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）、

京
都
ア
ス
ニ
ー
で
開
か
れ
、

役
職
員
七
十
八
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
山
田
亮
三
理
事
長
は

創
立
記
念
会
の
意
義
に
つ
い

て
ふ
れ
、
創
立
者
中
野
信
夫

先
生
の
思
い
を
継
承
す
る
こ

と
に
あ
る
と
述
べ
、
続
い
て

「
京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼

科
の
二
十
一
世
紀
像
と
上
半

期
診
療
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
所
感
を
語
り
ま
し
た
。

　

山
田
理
事
長
は
、「
二
十
一

世
紀
像
」
を
人
生
を
豊
か
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
長
寿

社
会
づ
く
り
を
視
覚
確
保
を

通
し
て
支
え
る
こ
と
、
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
永
年
勤
続
職
員

の
表
彰
と
新
入
職
員
の
紹

介
、激
励
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
記
念
会
で
は
、
昨
年

八
月
か
ら
中
野
眼
科
本
院
に

就
任
し
て
い
る
宮
本
和
明
神

経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長
が
こ
れ

ま
で
の
研
究
分
野
な
ど
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

（
一
面
）

　

最
後
に
、
莇
祥
子
理
事
が

話
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
生
協

の
ロ
マ
ン
を
語
り
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
、

参
加
者
の
共
感
を
得
て
い
ま

し
た
。

小
蕪
の
含
め
煮（
４
人
分
）

︹
材
料
︺　

蕪（
直
径
４
～
５
㎝

ぐ
ら
い
の
も
の
）
４
個
分
、

油
揚
げ
１
枚
、
だ
し
、
薄
口

醤
油
、
塩

︹
作
り
方
︺

イ
　
蕪
は
茎
を
３
㎝
ほ
ど
残

し
て
切
り
と
る
。
茎
の
間
に

土
が
残
ら
な
い
よ
う
に
洗
い

流
す
。
皮
を
む
か
ず
そ
の
ま

ま
煮
ま
す
が
、
茎
の
付
け
根

の
囲
り
の
汚
れ
た
皮
を
削
り

取
る
。

ロ　
葉
も
洗
っ
て
、
塩
少
々

加
え
た
熱
湯
で
手
早
く
ゆ
が

き
、
３
～
４
㎝
に
切
る
。

ハ　
油
揚
げ
は
熱
湯
に
く
ぐ

ら
せ
て
油
抜
き
し
、
縦
半
分

に
し
、
５
㎜
巾
に
切
る
。

ニ　
鍋
に
㋑
㋩
を
入
れ
、
ひ

た
ひ
た
量
の
だ
し
を
加
え
て

薄
口
醤
油
と
塩
で
好
み
の
味

（
う
す
め
が
良
い
）
を
つ
け
、

中
火
弱
で
煮
こ
む
。
₁₅
分
ほ

ど
し
て
㋺
を
加
え
て
後
₁₅
分

ほ
ど
煮
る
。（
口
の
中
で
蕪

が
と
ろ
け
る
よ
う
に
柔
か
く

煮
る
）

ホ　

器
に
形
良
く
盛
り
合

せ
、
煮
汁
を
か
け
て
、
熱
々

を
食
卓
へ
。（
蕪
が
大
き
め

の
時
は
半
分
に
切
っ
て
使

う
。）
余
分
の
小
蕪
が
あ
れ

ば
、
２
～
３
㎜
厚
さ
に
切

り
、
葉
と
茎
も
細
か
く
切

り
、
柚
子
の
皮
の
千
切
り
を

少
し
加
え
塩
少
量
を
全
体
に

な
じ
ま
せ
て
重
し
を
し
、
し

ば
ら
く
お
く
。
サ
ラ
ダ
風
浅

漬
け
に
す
る
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

1
月
の
献
立

　
生
活
機
能
病
の
予
防

　
　
　
　
人
間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に

京
都
大
学
名
誉
教
授
　
山
室
　
隆
夫
　

健康大学の報告

 

最
上
、
最
善
の
白
内
障
手
術

　
　
　
見
え
方
の
質
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み

　
　
中
野
眼
科
医
院
　
副
院
長
　
中
村
　
元
　

長田真美さんに表彰状と記念品を贈る
山田亮三理事長　　　　　　　　　　

今年も 創立記念会
多彩な内容　心一つに

山室隆夫京大名誉教授の講義を聞く健康大学参加者

津軽三味線を演奏する福島恕水さん

2014年度


